
● ● ●新 潟 県

CONTENTS

第１回ラピカクロスカントリーフェスティバル（刈羽村）　チームで楽しむランニングイベントを開催しました。

4〜5　�令和２年度 新潟県公民館連合会
基本方針・事業計画

特集

（昭和33年3月18日　第3種郵便物認可）� 令和2年6月25日

June 2020

No.807

6

２　トピックス　令和２年度 第１回理事会・評議員会
３　視点　　縁の下の力持ち
� 新潟県教育庁生涯学習推進課　社会教育主事　関　洋平

　　ひろば　伝統行事にはまっちゃって…
� 佐渡市・新穂地区公民館「のろま人形講座」受講生　後藤勝弥

　　掲示板　�第62回全国社会教育研究大会新潟大会／
事務所の移転

６　実践記録シリーズ
　　�～人づくり・地域づくりの拠点としての公民館を目指して～
　　元気の出るふるさと講座� 上越市立中央公民館

７　サークル交流
　　レッツ・トライ！スポーツチャンバラ
� スポーツチャンバラ豊浦支部（新発田市）
　　素敵な時間� ソフトバレーボールクラブ アクティブ（五泉市）
　　素顔拝見
　　石津大弘さん（出雲崎町）／吉川和輝さん（聖籠町）
８　お元気ですか
　　生涯学習に参加して� 八幡博昭さん（胎内市）
　　ネットワーク
　　令和２年度 生涯学習推進職員研修 基礎研修会



2

TOPICS

公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］
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第62回全国社会教育研究大会新潟大会
⃝大会スローガン：�未来につなぐ「米百俵」〜フェニックス

の地ではじまるこれからの社会教育〜
⃝日時：11月12日㈭PM全体会／11月13日㈮AM分科会
⃝会場：アオーレ長岡
⃝内容：・記念講演／星野知子氏（女優・エッセイスト）
　・シンポジウム／「新しい社会教育をデザインする」
　　〜つなぎ はぐくみ 響きあう 生涯学習社会の実現〜
　・�分科会／「学校との関わり」「家庭との関わり」「地域との関

わり」「社会教育施設等との関わり」「人と人とのつながり」
　・参加費／5,000円

事務所の移転
令和２年５月25日㈪に事務所を移転しました。
⃝新　住　所：�〒950－8602
　　　　　　　新潟市中央区女池南３丁目１番２号
　　　　　　　新潟県立生涯学習推進センター内
　　　　　　　新潟県公民館連合会
⃝新電話番号：☎025－288－5571
　　　　　　　※メールアドレスは変わりません。

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

　
　

新
潟
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課

社
会
教
育
主
事　

関
　
　
洋
平

　

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
が
世
界

的
な
広
が

り
を
見
せ
、
国
内
に
お
い
て
も
緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
地
域
が
全
国
に
拡
大

さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
末

に
は
全
都
道
府
県
に
お
い
て
宣
言
解

重
要
性
や
、
他
人
と
の
結
び
つ
き
が
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
始

め
て
い
る
は
ず
で
す
。
今
こ
そ
、
住
民

と
の
距
離
感
が
近
い
公
民
館
が
地
域

の
旗
振
り
役
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
民
館
が
培
っ
て

き
た
地
域
と
の
関
係
を
生
か
し
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

新
し
い
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
た
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
地
道
に
続
け
て
行
く
こ
と

が
公
民
館
の
役
割
で
あ
り
、
こ
の
国
を

土
台
か
ら
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
る
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
感
染
症
の

抑
え
込
み
に
注
力
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
見
返
り

を
求
め
ず
に
力
を
結
集
す
る
こ
と
が

で
き
る
国
民
性
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教

育
活
動
に
よ
っ
て
、
長
い
年
月
を
か

け
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
稀
有
な
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
公
民
館
を
含
め
た
社
会
教
育

施
設
の
統
廃
合
や
職
員
数
の
減
少
、
予

算
の
削
減
な
ど
、
公
民
館
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
こ
の
混
乱
の
中
で
、
人
々
は

あ
ら
た
め
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

除
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
聞
き

覚
え
の
な
い
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
感
染
症
対
策
に
基

づ
い
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践

に
取
り
組
む
な
ど
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
の
日
常
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
感
染
症

や
、
地
震
・
豪
雨
な
ど
の
天
災
が
、
こ

れ
ま
で
幾
度
と
な
く
日
本
を
襲
い
ま

し
た
が
、
そ
の
都
度
、
国
民
が
力
を

合
わ
せ
て
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
、
多
く

の
事
業
者
等
が
休
業
要
請
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
人
々
が
外
出
を
自
粛

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
渡
育
ち
の
者
に

と
っ
て
も
台
詞
の
マ
ス
タ
ー
に
は
四
苦

八
苦
で
す
。

　

１
年
間
の
前
半
は
、
台
本
を
覚
え
て

会
話
で
き
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、

後
半
は
人
形
の
操
り
方
の
練
習
が
主
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
１
年
毎
に
異
な

る
演
目
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

受
講
生
は
７
名
で
、
そ
の
内
３
年
継
続

者
が
５
名
で
す
。

　

２
年
目
か
ら
、
福
祉
施
設
で
の
無
料

公
演
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
私
た

ち
は
、
研
修
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
上
演

の
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
挑
戦
し
よ

う
と
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

も
受
講
生
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
地
区
内
に
再
募
集
を
か
け
る
な
ど

し
て
、
最
終
的
に
は
７
人
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
に
は
、地
区
で
活
動
し
て
い
る
三

座
か
ら
、１
年
交
替
で
当
た
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
練
習
は
月

１
回
２
時
間
程
度
で
、３
月
の
地
区
芸

能
祭
で
の
上
演
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
「
の
ろ
ま
人
形
」
は
、
人
形
を
操
る

人
た
ち
自
身
が
、
そ
れ
ぞ
れ
台
詞
を

し
ゃ
べ
り
ま
す
。
そ
れ
は
す
べ
て
方
言

で
、「
場
」
に
応
じ
た
ア
ド
リ
ブ
を
入

れ
な
が
ら
、
面
白
お
か
し
く
上
演
す
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
島
外
生
ま
れ
の

　

佐
渡
で
は
人
口
減
少
が
進
み
、
行
事

や
芸
能
が
継
承
困
難
と
な
っ
て
い
る
事

例
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
危
機

感
か
ら
、
市
新
穂
地
区
公
民
館
で
は
３

年
前
、「
の
ろ
ま
人
形
講
座
」
を
開
講

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統
芸
能

へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

後
継
者
の
育
成

も
目
指
し
て
の

こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
最

初
は
受
講
希
望

が
少
な
く
、
当

時
公
民
館
長
で

あ
っ
た
私
自
身

「伝統芸能に
はまっちゃって…」
佐渡市・新穂地区公民館
「のろま人形講座」受講生

　後藤　勝弥
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⑵　

�

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
、
本

大
会
の
運
営
協
力

　

⑶　

�

新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
と
の
連
携

　

⑷　

�

新
潟
県
社
会
教
育
行
政
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
、

事
業
へ
の
参
加
・
協
力

２　

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
事
業
の
実
施

　

�　

上
・
中
・
下
越
地
区
公
連
・
新
潟
市
研
修
会
の
共
催
及

び
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
参
加

に
よ
り
、効
率
的
な
研
修
を
推
進
し
、職
員
の
専
門
的
知
識
・

技
能
の
向
上
を
図
る
。

　

⑴　

�

上
・
中
・
下
越
公
連
・
新
潟
市
の
職
員
、
公
運
審
委

員
等
の
研
修
の
実
施

　

⑵　

�

公
民
館
長
、
職
員
の
専
門
性
・
資
質
向
上
研
修
の
実
施

　

⑶　

�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
積

極
的
な
参
加

　

⑷　

�

全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会
へ
県
内
公
民
館
職
員

の
参
加
推
薦

　

⑸　

研
修
資
料
の
作
成
・
提
供

３　

情
報
収
集
の
充
実
、
提
供 

　

�　

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
・
開
発
に
関
す
る
情
報
の
相

互
交
換
に
よ
り
、
公
民
館
事
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。

　

⑴　

�

新
潟
県
公
民
館
だ
よ
り
の
販
売
促
進
と
紙
面
内
容
の

さ
ら
な
る
充
実

　

⑵　

�

全
公
連
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
関
ブ
ロ
公
連
、
地
区

公
連
と
の
情
報
交
換
の
促
進

　

⑶　

研
修
資
料
等
の
作
成
・
提
供

　

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　
　

①�

発
行
済
み
（
前
年
度
ま
で
）
の
新
潟
県
公
民
館
月

報
の
デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　

②
適
切
な
情
報
更
新

　
　
　
　

�

役
員
・
組
織
、
規
約
、
地
区
事
業
紹
介
、
各
種
大

　

県
公
民
館
連
合
会
は
「
公
民
館
力
」
の
向
上
の
た
め
に
、

県
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
各
地
区
研
修
会
の
開
催
を
支

援
し
、職
員
の
資
質
向
上
、組
織
の
一
層
の
結
束
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
各
公
民
館
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
各
種
情
報

提
供
に
努
め
、
関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

　

運
営
面
で
は
、
財
政
運
営
の
健
全
化
を
進
め
、
負
担
金
や

事
業
の
見
直
し
な
ど
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
主
と
し
て
、
さ
ら
に
、
公
民
館
が

生
涯
学
習
推
進
の
中
核
施
設
と
し
て
学
び
の
拠
点
、
地
域
づ

く
り
・
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た

す
た
め
、
各
行
政
機
関
・
組
織
と
連
携
し
、
地
域
住
民
の
理
解
・

協
力
を
得
な
が
ら
、
次
の
５
点
を
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

⑴　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　

⑵　

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
事
業
の
実
施 

　

⑶　

情
報
収
集
の
充
実
、
提
供

　

⑷　

主
催
事
業
、
関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　

⑸　

本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
見
直
し

重
点
事
業

１　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　

関
係
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
る

　

⑴　

�

全
国
公
民
館
連
合
会
研
修
等
諸
事
業
へ
の
参
加
・
協
力

基
本
方
針

　

近
年
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
各
市
町
村
で
は
社
会
教

育
施
設
の
老
朽
化
や
統
廃
合
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

事
業
の
見
直
し
、
予
算･

職
員
の
削
減
等
、
公
民
館
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
の
生

涯
学
習
組
織
改
編
や
所
管
が
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ

の
移
管
が
可
能
に
な
る
等
、
公
民
館
の
意
義
や
役
割
そ
の
も

の
が
岐
路･

転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
公
民
館
の
歴
史
や
伝
統
を
誇
り
と
し
つ

つ
、
改
め
て
地
域
課
題
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
即
応
し
て
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
公
民
館
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
関
係
機
関
や
関
係
者
と
積
極
的
・
柔
軟
に

連
携
・
協
働
し
て
、
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
の
運
営
で
は
、
地
域
の
課
題
を
は
じ

め
と
し
て
、
生
命
、
健
康
、
人
権
、
家
庭
・
家
族
、
地
域
の
連
帯
、

ま
ち
づ
く
り
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
、
男
女
共
同
参
画
社
会
、

国
際
理
解
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
現
代
的
な
課
題
を
と

り
あ
げ
、
事
業
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
民
館
が
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
公
民
館
が
地
域
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
る
よ
う
、「
公
民
館
力
」

を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。
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会
長
、
事
務
局
長
出
席

　

⑵　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
…
年
２
回

　
　
　

会
長
、
事
務
局
長
出
席

　

⑶　

�

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
研
修
会
…

年
１
回

　
　
　

会
長
、
事
務
局
長
出
席

４　

大
会
、
研
修
会
、
講
習
会
へ
の
参
加

　

⑴　

地
区
公
民
館
大
会
、
研
修
会

　
　
　

〜
上
・
中
・
下
越
・
新
潟
市　

ブ
ロ
ッ
ク
別
実
施
〜

　

⑵　

第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

　
　
　

令
和
２
年
９
月
25
日
㈮

　
　
　

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル　

段
十
ろ
う

　
　
　

今
年
度
中
止　

令
和
３
年
度
に
延
期

　

⑶　

�

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
・
研
修
会

　
　
　
〈
以
下
上
部
団
体
研
修
〉

　

⑷　

第
42
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会

　
　
　

�

第
60
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
千
葉
大
会

　
　
　

令
和
２
年
11
月
19
日
㈭
20
日
㈮　

千
葉
県
船
橋
市

　

⑸　

第
32
回
公
民
館
全
国
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

　
　
　

�

令
和
３
年
１
月　

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー

　

⑹　

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会

　
　
　

理
事
会

　
　
　

①
令
和
２
年
５
月
22
日
㈮　

千
葉
県
船
橋
市

　
　
　
　

書
面
会
議

　
　
　

②
令
和
２
年
８
月
21
日
㈮　

理
事
会
・
研
修
会　

　
　
　
　

東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル

　
　
　

③
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮　

山
梨
県
甲
府
市

５　

資
料
、
刊
行
物
の
発
行
・
斡
旋

　

⑴　

新
潟
県
公
民
館
だ
よ
り
の
発
行

　
　
　

８
０
６
号
〜
８
１
１
号

会
等
計
画
・
参
加
申
込
み
等

　
　
　
　

公
民
館
名
鑑
、
実
践
事
例
集
の
公
開

４　

主
催
事
業
、
関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　

�　

県
公
民
館
大
会
の
開
催
、
関
東
甲
信
越
静
・
全
国
公
民

館
大
会
開
催
協
力
、
各
地
区
公
連
研
修
会
の
開
催
と
支
援

５　

本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
見
直
し

　

⑴　

�

新
潟
県
市
長
会
、
町
村
会
及
び
全
国
公
民
館
連
合
会

へ
の
援
助
・
要
望

　

⑵　

負
担
金
見
直
し
検
討
委
員
会
の
活
動
継
続

　

⑶　

事
務
所
移
転
の
検
討

事
業
計
画

１　

役
員
会

　

⑴　

評
議
員
会
…
年
２
回

　
　
　

①
５
月
15
日
㈮　

新
潟
市　

中
止

　
　
　

②
２
月
10
日
㈬　

新
潟
市
（
令
和
３
年
）

　

⑵　

理
事
会
…
年
３
回

　
　
　

①
５
月
15
日
㈮　

新
潟
市　

中
止

　
　
　

②
未
定　
　
　
　

新
潟
市

　
　
　

③
２
月
10
日
㈬　

新
潟
市
（
令
和
３
年
）

　

⑶　

監
事
会
…
５
月
８
日
㈮　

新
潟
市

　

⑷　

正
副
会
長
会
…
必
要
に
応
じ
て

２　

専
門
委
員
会

　

⑴　

公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員
会
…
年
１
回
（
２
月
）

　
　
　

委
員
は
各
地
区
か
ら
選
出
の
８
名
で
構
成

　

⑵　

�

負
担
金
・
事
業
見
直
し
検
討
委
員
会

　
　
　

令
和
２
年
度　

年
１
回　

委
員
は
理
事
９
名
で
構
成

　
　

①
未
定　
　
　
　
　

新
潟
市

３　

上
部
組
織
連
絡
会
議
・
研
修
会

　

⑴　

�

全
国
公
民
館
連
合
会
総
会
…
年
１
回　

書
面
決
議

　

⑵　

公
民
館
関
係
資
料
の
発
行

　

⑶　

�

月
刊
公
民
館
の
販
売
事
務
に
協
力　

公
民
館
総
合
補

償
制
度
加
入
事
務
に
協
力

　

⑷　

社
会
教
育
、
公
民
館
関
係
刊
行
物
の
紹
介
と
斡
旋

６　

社
会
教
育
機
関
・
団
体
と
の
連
携
事
業
、
運
動

　

⑴　

�

新
潟
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課
及
び
各
教
育
事
務

所
社
会
教
育
課
、
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
協
力

　

⑵　

新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
の
事
業
に
協
力

　

⑶　

新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
の
事
業
に
協
力

　

⑷　

�

新
潟
県
立
図
書
館
協
議
会
の
事
業
に
協
力�

＊（
市
橋
）

　

⑸　

�

新
潟
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力�

＊（
岩
野
）

　

⑹　

あ
し
た
の
新
潟
県
を
創
る
運
動
に
協
力�

（
浅
間
）

　

⑺　

健
康
づ
く
り
県
民
運
動
に
協
力

　

⑻　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
協
力�

＊（
岩
野
）

　

⑼　

�

新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
の
運
動
に
協
力

　

⑽　

人
権
擁
護
運
動
に
協
力

　

⑾　

�

新
潟
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
事
業
に
協
力�

＊（
尾
崎
）

　

⑿　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
協
力

　

⒀　

�

新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力�

＊（
浅
間
）

　

⒁　

�

深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
の
事
業
に
協
力

　

⒂　

�

新
潟
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力�

＊（
尾
崎
）

�

＊ 

委
員
委
嘱
団
体
（　

）内
は
担
当
役
員

　

特
別
委
嘱　

�

新
潟
県
社
会
教
育
委
員
（
米
山
）

　
　
　
　
　
　

新
潟
県
高
齢
者
大
学
運
営
委
員
（
広
瀬
）

　
　
　
　
　
　

�

新
潟
県
地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
委
員（
広
瀬
）

　

大
会
来
賓　

新
潟
県
社
会
教
育
研
究
大
会
（
市
橋
）

　
　
　
　
　
　

新
潟
県
民
福
祉
大
会
（
市
橋
）

　
　
　
　
　
　

新
潟
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会
（
浅
間
）
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（大潟）ガイドをしている様子
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座
最
終
回
に
「
第
１

回
手
作
り
の
小
さ
な

文
化
祭
」
を
開
き
ま

し
た
。

　

講
座
終
了
後
も
、

受
講
生
が
実
行
委
員

会
を
組
織
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
日
頃
の

活
動
の
成
果
発
表
と

地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
毎
年
継
続
し
て

同
文
化
祭
を
企
画
・

運
営
し
て
い
ま
す
。

発
表
を
見
に
来
ら
れ

た
方
か
ら
は
「
元
気

を
も
ら
っ
た
。」、「
私

も
参
加
し
た
い
。」
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

第
５
回
目
の
節
目
を

迎
え
た
昨
年
度
は
、

10
団
体
か
ら
の
発
表

と
津
軽
三
味
線
の
特

別
公
演
を
行
い
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
「
元
気
の
出
る
ふ
る
さ
と
講
座
」
は
今
年
度
で
終
了
し
ま
す

が
、
来
年
度
以
降
も
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
推
進
の

た
め
に
公
民
館
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、
実
施
し
て

い
き
た
い
で
す
。

大
潟
地
区
公
民
館
：
小
山
作
之
助
ガ
イ
ド

　

上
越
市
大
潟
区
出

身
の
作
曲
家
・
小
山

作
之
助
氏
に
つ
い
て

学
習
し
、
作
之
助
が

作
曲
し
た
『
夏
は
来

ぬ
』
の
歌
碑
や
、
作

之
助
の
生
家
な
ど
に

つ
い
て
の
ガ
イ
ド
シ

ナ
リ
オ
を
作
成
し
、

実
際
に
ガ
イ
ド
と
し

て
地
域
の
人
達
に
作

之
助
ゆ
か
り
の
地
を

案
内
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
を
行
っ
た
受
講

生
の
方
か
ら
は
「
一

生
懸
命
聴
い
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
た

か
っ
た
。
も
っ
と
勉

強
し
た
い
。」
と
い

う
意
欲
的
な
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
学

ん
だ
こ
と
を
人
に
伝

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
び
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浦
川
原
地
区
公
民
館
：
手
作
り
の
小
さ
な
文
化
祭

　

イ
ベ
ン
ト
の
先
進
事
例
や
企
画
運
営
方
法
、
チ
ラ
シ
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
後
、
公
民
館
を
利
用
す
る
個
人
や

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
発
表
で
き
る
場
と
し
て
、
講

は
じ
め
に

　

上
越
市
に
は
28
の
地
域
自
治
区
が
あ
り
、
各
区
に
１
つ
ず

つ
地
区
公
民
館
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
域
自
治
区
単
位
で

の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
、
そ
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
公
民
館
で
は
、
当
市
の
社
会
教
育

事
業
の
目
指
す
姿
に
掲
げ
る
「
学
び
の
輪
が　

人
を
は
ぐ
く

み　

地
域
を
支
え
る
ま
ち
」
に
向
か
っ
て
、
様
々
な
公
民
館

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

元
気
の
出
る
ふ
る
さ
と
講
座

　

公
民
館
事
業
の
一
つ
に
「
元
気
の
出
る
ふ
る
さ
と
講
座
」

が
あ
り
ま
す
。

　

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
各

地
区
に
お
い
て
３
年
連
続
で
順
次
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で

全
て
の
地
区
で
ひ
と
通
り
の
活
動
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

内
容
は
地
区
に
よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
１
年
目
に
地
域
の

こ
と
を
学
習
し
、
２
年
目
で
参
加
者
の
視
点
で
さ
ら
に
学
び

た
い
こ
と
を
探
し
、
深
め
、
そ
し
て
３
年
目
に
、
こ
れ
ま
で

に
見
つ
け
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
実
践
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

〜
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
公
民
館
を
目
指
し
て
〜

「
元
気
の
出
る
ふ
る
さ
と
講
座
」

�
上
越
市
立
中
央
公
民
館
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出雲崎町教育委員会　教育課　
社会教育係

� 主事　石津　大弘 さん

　こんにちは！
　この４月に出雲崎町教育課社会教育係に
就任しました石津大弘（いしづ　まさひろ）

くんを紹介します。
　出身は新津市、若干25歳です。ふだんは町民体育館に勤務
しており、スポーツ教室の運営、体育施設の管理、近隣市町
村との交流事業など、人と接する機会の多い職場で、町民の
皆さまとのふれあいを大切にしながら、日々、業務に励んで
おります。
　石津くんは言われたことに対してのフットワークが軽く、
とにかく素直です。色白のつやつやした肌（某マヨネーズ会
社のキャラクターのよう…）は、うらやましいほどです。若
者には珍しく朝が早いようで、いつも一番に来ては施設内の
チェックをしています。
　来館する町民の方々の温かいまなざしと時には厳しい意見
で、頼りになる存在に成長しつつあります。まさに、現在進
行形の石津くん。
　大

4

きく弘
4

〜いこころでますますの活躍を期待しています。
� 〔出雲崎町中央公民館　小川真紀子 記〕

聖籠町　町民会館

� 主事　吉川　和輝 さん

　今年度から聖籠町町民会館に配属された期待の
大型新人、吉川和輝さんを紹介します。（よくヨシ
カワと間違えられますが、キチカワです。）
　吉川さんは、成人式や各種講座、施設管理など

の業務を担っており、昨年度まで福祉系の部署に勤務していました。
実は彼、スポーツも優秀なんです。子供の頃から剣道を学んでおり、
『竹刀を持たせたら彼の右に出るものはいない』との噂も聞こえたり、
聞こえなかったり。館長とは長年の師弟関係にあり、現在はコロナ
ウイルスの関係で活動を休止中ですが、仕事後に道場で共に汗を流
す日を待ち望んでいます。
　また、普段はマイペースでおっとりしている癒し系の彼ですが、
昼食の弁当注文のこととなると別人のようにフットワークが軽くな
ります！身長・体重はガチャピンと一緒で、見た目は芸人とろサー
モン。期待の大型新人の成長（体重以外）が今後も楽しみです。
� 〔聖籠町町民会館　髙橋 愛・小林 正義 記〕

し
て
お
り

ま
し
た
。

市
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協

議

会

の

ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の

練

習

に

コ
ー
ト
を

借
り
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
私
は
こ

の
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
男
性
会
員
も
増
え
、
試

合
を
目
標
に
精
力
的
に
活
動
を
し
て

い
た
時
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
以
前

の
よ
う
に
試
合
に
参
加
す
る
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
と
ス
ト

レ
ス
解
消
の
た
め
に
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
度
の
橋
田
公
民
館
主
催
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
も
皆
で
参
加
し

ま
す
。
普
段
バ
レ
ー
を
し
て
い
な
い

地
域
の
方
も
含
め
楽
し
く
、
時
に
は

賞
品
を
狙
っ
て
熱
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

歳
を
重
ね
る
ご
と
に
体
が
動
か
な

く
な
り
、瞬
発
力
も
衰
え
て
き
ま
す
。

手
よ
り
足
が
先
に
出
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー

に
歓
声
を
送
る
、
そ
ん
な
素
敵
な
時

間
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
、
楽
し
く
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
ア
ク
テ
ィ
ブ

　

 

代
表　

伊
藤　

守 

記
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
練
習
で

大
人
か
ら
技
と
礼
儀
を
子
供
達
が
学

び
、
上
手
に
出
来
な
い
時
の
励
ま
し

方
、
自
分
よ
り
弱
く
小
さ
い
子
を
守

る
何
気
な
い
行
動
を
子
供
達
か
ら
示

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日
の
夜
間
１
時
間
半
の

練
習
で
、
年
間
、
県
内
で
は
６
回
程

の
大
会
、県
外
で
も
大
会
に
参
加
し
、

日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
今
で
は

毎
年
の
よ
う
に
全
日
本
大
会
、
世
界

大
会
な
ど
で
メ
ダ
ル
を
も
ら
え
る
く

ら
い
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
い
つ
も
練
習
の

時
に
公
民
館
で
一
緒
に
な
る
他
サ
ー

ク
ル
の
方
や
管
理
人
さ
ん
に
少
し
づ

つ
挨
拶
を
交
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
事
が
一
番
の
活
動
の
成
果
と
感

じ
る
今
日
、
こ
の
頃
で
す
。

　
（
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
豊
浦
支
部

　

 

代
表　

布
川
幸
恵 
記
）

素
敵
な
時
間

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ア
ク
テ
ィ
ブ�

（
五
泉
市
）

　

私
た
ち
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
は
、
橋
田
小

学
校
の
体
育
館
を
お
借
り
し
て
週
２

回
、
月
曜
日
と
金
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
は
30
代
か
ら
60
代
の

男
女
15
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

全
員
揃
う
こ
と
は
中
々
あ
り
ま
せ
ん

が
毎
回
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
女
性
の
方
中
心
に
活
動

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

豊
浦
支
部�

（
新
発
田
市
）

　
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
と
き
い
て
皆
さ
ん

は
、
ゲ
ー
ム
が
無
い
子
供
の
頃
の
遊

び
を
想
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
し
く
そ

の
通
り
！
そ
れ
の
い
い
と
こ
取
り
を

し
て
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
考
案
さ
れ
た

の
が
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
す
。
こ

の
ス
ポ
チ
ャ
ン
を
始
め
て
、
も
う
25

年
以
上
（
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
な
く

て
す
み
ま
せ
ん
）。
ス
ト
レ
ス
発
散
・

護
身
術
・
人
の
痛
み
が
わ
か
る
よ
う

に
・
礼
儀

を
身
に
つ

け
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
が

あ
っ
て
集

ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
34
名
。

　

子
供
中

心
の
活
動

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見
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お元気

ですか

編集後記

公益財団法人 新潟県市町村振興協会

☎☎ 002255--228844--66111100
〒〒995500--88660022 新新潟潟市市中中央央区区女女池池南南33--１１--２２

地域活性を推進する
あなたに

県立生涯学習推進センター担当：五十嵐会
場
と
問
合
せ

第一部 講義・ワークショップ

10/30（金）

10:00〜
16:00 【【専専門門】】

社社会会心心理理学学、、ココミミュュニニテティィ心心理理学学
【【主主なな著著書書】】
「「住住民民とと行行政政のの協協働働ににおおけけるる社社会会心心理理学学」」
「「社社会会にに切切りりここむむ心心理理学学」」

立
正
大
学
准
教
授

髙
橋
尚
也
氏

参加
無料

会会
修修
研研

礎礎
基基

申込
〆切
1100月月2288日日

定員
60名

22002200

11/12（木）

研研修修テテーーママ
「「ココミミュュニニテティィににおおけけるる対対人人関関係係ととエエンンパパワワメメンントト」」
「「リリーーダダーー行行動動とと意意識識改改革革」」
「「社社会会心心理理学学のの視視点点かからら事事業業改改善善をを図図るる」」

第二部 講義・ワークショップ

11/26（木）

11/27（金）

生生涯涯学学習習･･社社会会教教育育担担当当課課
公公民民館館・・図図書書館館・・博博物物館館
文文化化会会館館・・ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆﾃﾃｨｨｾｾﾝﾝﾀﾀｰー職職員員等等
地地域域振振興興・・ままちちづづくくりり関関係係職職員員等等
県県内内のの生生涯涯学学習習推推進進関関係係職職員員

対
象

受付
9:30より

【開会9:50】

10:00〜
16:00

【開会9:50】

【【キキャャリリアア・・資資格格】】
経経営営大大学学院院修修士士MMBBAA（（GGlloobbiiss))
米米国国ププロロジジェェククトトママネネジジメメンントト・・ププロロフフェェ
ッッシショョナナルル有有資資格格

㈱
い
ろ
む
す
び
代
表
取
締
役

古
林
拓
也
氏

研研修修テテーーママ
「「目目のの前前のの現現実実をを実実際際にに変変ええるる、、

小小ささなな変変革革リリーーダダーーシシッッププﾟ゚」」
「「心心をを磨磨くく」」 「「人人をを巻巻きき込込むむ」」
「「動動きき出出すすププロロジジェェククトト」」

２２つつのの
おお願願いい
マスク着用
朝の検温

No.807（第3種郵便物認可）� 令和2年6月25日

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
に
な

り
、
６
月
か
ら
県
内
の
公
民
館
も
徐
々
に
諸
活
動
が
再
開
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
の
近
く
の
体
育
館
で
も
開
放
が
始
ま
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
活
動
を
し
て
も
ら
い
た
い
け
ど
活
動
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
公
民
館
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
多
く
の
人
が
集

え
る
活
気
の
あ
る
公
民
館
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
広
瀬
）

お問い合わせ
　県立生涯学習推進センター　担当：五十嵐和彦
　☎025－284－6110

　

現
役
を
退
職
し
て
25
年
、
こ
の

間
に
身
体
の
故
障
は
あ
っ
た
も
の

の
、
大
事
に
至
ら
ず
今
日
を
迎
え

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
現
役
は
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
で
す
。
昭
和
の
社
会
教
育

の
時
代
か
ら
平
成
に
入
り
、
自
ら

進
ん
で
楽
し
く
学
ぶ
生
涯
学
習
時
代
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

行
政
組
織
も
社
会
教
育
課
が
生
涯
学
習
課
に
代
わ
り
地
域

住
民
に
社
会
参
加
を
呼
び
か
け
、
現
在
で
は
定
着
し
て
色
々

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
長
く
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
介

護
予
防
支
援
事
業
や
集
会
所
を
利
用
し
た
運
動
と
会
話
の

地
域
参
加
型
「
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
」
な
ど
へ
の
参
加
、
そ

し
て
、
公
民
館
を
拠
点
に
趣
味
を
生
か
し
た
サ
ー
ク
ル
活

動
、
高
齢
者
大
学
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
も
地
域
集
会
所
で
の
学
習
や
地
区
の
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
よ
つ
葉
大
学
」
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
で
16
年
、
仲
間
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

見
て
、
聞
い
て
、
話
す
、
こ
れ
が
認
知
予
防
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
内
に
限
ら
ず
県
外
に

も
赴
き
、
お
互
い
が
見
聞
を
広
め
る
移
動
学
習
や
若
い
人

た
ち
を
交
え
た
産
業
文
化
会
館
で
の
各
地
区
高
齢
者
合
同

の
学
習
会
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

日
常
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
海
岸
30
分
の
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
お
元
気
で
す
か
」
と
言
わ
れ
、
健
康
寿

命
が
延
び
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。
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「
生
涯
学
習
に
参
加
し
て
」

八
幡
　
博
昭
（
胎
内
市
）

ネ ッ ト ワ ー ク


